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2 Fp-1 1 着衣が人体の産気に及ぼす影響について
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　目的　恒体温の維持は体熱の産生と放散の平衡で成り立つ。着衣は放熱面の調節にあず

かり、この方面の研究は多いが、衣服の産熱面への影響に関する報告は比較的少ない。そ

こで、着衣量Iの異なる二種類の服装を設定して、それぞれ、気温別に産熟量を測定し、着

衣量が人体の産熱量に及ぼす影響についてしらべた。

　方法　健康な本学学生4名を被験者として日常生活において、春秋に、普通に見受けら

れる薄着の服装（ポリエステルの長袖ブラウス・毛の膝丈タイトスカート・パンスト・パ

ンプス）と、これに毛の長袖ジャケット・婦人用肌着の加わった厚着の服装について実験

を行なった。産熱量の測定は、人工気候室で、薄着の場合は気温23℃、25℃、28℃、33℃に、

厚着の場合は気温20℃、23℃、25℃、28℃（気湿はいずれも約60%）に設定し、椅座安静30

分後’と60分後に呼気分析して行なった。

　結果　厚着と薄着とを比較すると、産熱量は全ての測定において、厚着の服装の場合の

方が少なかった。二mmの服装について産熱量の経時|変化をみると薄着では、25℃と28℃、

厚着では23℃、25℃の場合に変化が少なく、温度感覚の申告は快適であった。この時の産

熱量は38lnl／㎡／hr内外であった。これ以外の気温では、何れの服装も産熱量の経時変化

が大きく、温度感覚も暑い、もしくは寒いと申告した。従って、薄着では25℃－28℃、厚着

では23℃－25℃が快適で、快適時には、産熱量の変化が少ないと考えられる。
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　　＜目的＞　日常生活において、いわば恒常的に冷え性を感じることが、成人女性に少な

　　くないことは、経験的に知られており、「冷え症」体質と呼ばれている。従来、こうし

　　た体質者の温熱特性は、必ずしも明かとなっているとは、言い難い現状にある。就寝時

　　の快適性との関連を考慮しながら、皮膚温の特性について明らかにすることを本研究は、

　　目的としている。

　　＜方法＞　人工気候室において、温度は2 0 －2 5 °Cの範囲で、湿度は5 0％RHに保

　　持した。使用した寝具の敷布団はポリエステル綿であり、上掛けには綿毛布および綿ワ

　　タ掛け布団を１枚用いた。皮膚温の測定には、ハーディとデュボワの７部位1 2点法に

　　より銅コンスタンタン熱電対を用い、被験者の熱流束には、熱流束計を用い、いずれも

　　１０秒おきに測定し、オンラインでパソコンに収録した。被験者は2 1-23才の成人

　　女子６名であり、実験の際には綿の長袖パジャマを着用した。その体質は、標準的な者

　　３名と、いわゆる冷性と自覚する者３名である。

　　＜結果＞　18－22才までめ女子大生4 0 0名にアンケートを行なった結果、約3／

　　４が冷え性であると自覚していることが判明した。また、各自の就寝時にも靴下を履い

　　たままでいる者は、3 3％にも上り、いわゆる冷え性が、日常生活に深刻な影響を与え

　　ていることがうかがわれた。

　　　体表面の温度分布を測定した結果、冷え性体質者と、標準的な体質者との差異は、皮

　　膚温の体幹と下肢との差の大きさおよび皮膚温の上昇の仕方にあることが明かとなった。

　　標準的な者は、寝具の中で体幹、下肢ともに急速に上昇し、定常的な値になる。一方、

　　冷え性体質者は、体幹は標準的な者と同じように上昇するが、下肢の著しい上昇はみら

　　れないまま定常的な値になることがわかった。
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